
群
馬
。前
橋
城
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
前
橋
市
大
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
九
三
年

答平
５
）
四
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
相
京
建
史

。
桜
岡
正
信

・
井
川
達
雄

・
藤
巻
幸
男

。
片
野

雄
介
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
１

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

前
橋
城
遺
跡
は
前
橋
市
街
地
西
寄
り
の
群
馬
県
庁
構
内
に
位
置
し
て
い
る
。

前
橋
城
は
中
世
の
厩
橋
城
を

原
型
と
し
、
近
世
に
酒
井
氏
が

藩
主
と
な
っ
て
以
降
大
規
模
に

整
備
さ
れ
て
い
き
、
城
の
名
も

前
橋
城
と
改
名
さ
れ
た
。
途
中

藩
主
は
松
平
氏
に
替
わ
り
、
幕

櫛
末
に
再
度
改
築
を
行
な
っ
た
。

ュ則

現
在
の
群
馬
県
庁
は
、
幕
末
の

前
橋
城
本
九
跡
に
建
て
ら
れ
て

お
り
、
現
在
も
敷
地
の
北
側
に
当
時
の
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。

遺
跡
の
立
地
は
、
前
橋
台
地
と
呼
ば
れ
る
平
坦
な
台
地
上
の
北
端
部
で
あ
り
、

す
ぐ
西
側
は
利
根
川
の
開
析
を
受
け
て
、　
一
〇
ｍ
以
上
の
崖
面
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
標
高
は
約

一
〇
人
ｍ
で
あ
る
。

前
橋
城
遺
跡
の
調
査
は
、
県
庁
舎
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
群
馬
県
教
育

委
員
会
が

一
九
九

一
年
度
か
ら
七
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

第
三
次
調
査
は
、
幕
末
の
本
丸
の
南
東
隅
に
あ
た
る
部
分
の
約

一
九
〇
〇
♂

を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
や
溝
、
厩

橋
城
関
連
と
思
わ
れ
る
中
世
の
堀
、
近
世
の
堀
で
は
、
城
の
改
修
時
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
大
量
の
河
原
石
で
作
ら
れ
た
堀
中
腹
の
テ
ラ
ス
と
石
垣
、
多
く
の

井
戸
跡
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
調
査
区
西
部
で
検
出
し
た
第

一
号
井
戸
で
あ
る
。

こ
の
井
戸
は
上
か
ら
三
ｍ
付
近
ま
で
が
大
き
く
掘
り
込
ま
れ
て
中
段
を
作
り
、

中
段
か
ら
は
径
の
小
さ
な
掘
方
に
な
る
形
を
し
て
お
り
、
規
模
は
広
い
部
分
の

径
が
約
三
ｍ
、
狭
い
部
分
の
径
が
約

一
ｍ
、
深
さ
が
約
七

。
九
ｍ
で
あ
る
。
遺

物
は
人
為
的
埋
土
か
ら
多
量
の
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
。
井
戸
の
廃
棄
時
期

は

一
人
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
が
、
木
簡
は
自
然
堆
積
層
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、

井
戸
使
用
中
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
す
で
に
本
誌
第

一
七
号
で
紹
介
し
た
第
五
次
調
査

（
一
九
九
四
年
四

月
１
九
月
）
出
土
木
簡
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
第
五
次
調
査
は
、
本
城
門
北
側

に
当
た
る
約
四
五
〇
〇
ポ
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
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や
溝
、
中
世
の
溝
、
酒
井
氏
時
代
の
庭
園
の
池
、
松
平
氏
時
代
の
本
九
御
殿
玄

関
の
基
礎
と
御
殿
な
ど
の
建
物
を
囲
む
石
組
み
の
溝
斗
、
多
数
の
井
戸
な
ど
を

検
出
し
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
で
検
出
し
た
第
七
号
井
戸
と
、

第
七
号
井
戸
の
西
数
ｍ
の
位
置
で
検
出
し
た
第

一
五
号
井
戸
、
及
び
調
査
区
北

西
部
で
検
出
し
た
第
六
九
号
井
戸
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
第
七
号
井
戸
で
出
土

し
た
付
札
木
簡
二
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
誌
第

一
七
号
で
報
告
済
み
で
あ
る
。

第

一
五
号
井
戸
は
、
河
原
石
を
六
五
段
程
積
み
上
げ
た
井
戸
側
を
持
ち
、
内

径
が
約

一
。
二
ｍ
、
深
さ
約
九

。
一
ｍ
で
あ
る
。
石
組
み
の
基
礎
に
は
九
太
の

井
桁
が
組
ま
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
人
為
的
埋
土
に
集
中
し
て
お
り
、
多
量

の
陶
磁
器
片
の
ほ
か
、
焼
塩
壺
、
包
丁
、
魚
や
動
物
の
骨
、
漆
椀
な
ど
の
木
製

品
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
覆
土
よ
り
の
出
土
で
、
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

第
六
九
号
井
戸
は
、
河
原
石
を
三
二
段
程
度
積
み
上
げ
た
井
戸
側
を
持
ち
、

内
径
が
約

一
。
三
ｍ
、
深
さ
約
五

・
四
ｍ
で
あ
る
。
石
組
み
の
基
礎
に
は
丸
太

の
井
桁
が
二
段
に
組
ま
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
、
人
為
的
埋
土
よ
り
瓦
が
大

量
に
出
土
し
た
ほ
か
、
砥
石
、
下
駄
、
靴
底
な
ど
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
確
認

面
か
ら
深
さ
三
―
四
ｍ
付
近
の
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
土
層
中
よ
り
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
三
次
調
査

第

一
号
井
戸
跡

①

　

費
　
五
半
五
合
　
□
取
石
町
　
□
屋
」
　

　

（醤
Ｘ
卜蒙
∞
己

ω
は
、
上
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
側
面
及
び
下
端
部
は
原
形
を
と
ど
め

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
城
下

「□
取
石
町
」
の

「□
屋
」
か
ら
買
い
上
げ

た
物
品
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
購
入
し
た
物
品
の
数
量
と
値
段
を
書
き
記

し
た
帳
簿

・
伝
票
の
よ
う
な
も
の
、
も
し
く
は
物
品
の
購
入
に
際
し
て
城
内
の

部
署
同
士
で
や
り
と
り
し
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
な
お

「□
取
石
町
」
が
何
処
な

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

一
一　
第
五
次
調
査

第

一
五
号
井
戸
跡

②

　

□

月

十

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
じ

Ｘ

蚕

Ｘ

牌

Ｓ

第
六
九
号
井
戸
跡

９
　
・
不
役
之
輩
日
――
□
助
江

□
□
□
□
□
よ
り
遇
丁

□
□
晩
鐘

（花
押
こ

。
（絵
画
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（］Ｐｅ
×
５
×
μ
自
ｏ

②
は
、
台
形
状
を
呈
す
る
薄
い
断
片
だ
が
、
月
と
日
の
記
載
が
見
え
る
。

元
々
木
簡
で
あ
っ
た
も
の
を
二
次
的
に
何
ら
か
の
部
材
に
転
用
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
木
簡
の
内
容

・
用
途
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。



①
は
、
長
方
形
の
縦
長
の
材
を
使
用
し
た
文
書
木
簡
で
あ
る
。
上
半
部
久
損
。

両
側
面

一
部
欠
損
。
下
端
部
は
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容

の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
「不
役
之
輩
日
□
助
」
に
宛

て
て
何
ら
か
の
指
示
を
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「晩
鐘
」
は
、　
一
見
す
る

と
人
名
と
は
考
え
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
後
の
文
脈
や
末
尾
に
花
押
が

記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
差
出
人
の
名
前
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近

年
、
近
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
件
数
の
飛
躍
的
増
加
に
伴
い
、
近
世
木
簡
の
類
例

す
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
授
受
関
係
を
示
す
文
書
木
簡
の
出
土
は

珍
し
い
。
な
お
、
裏
面
に
は
絵
の
一
部
と
お
ぼ
し
き
墨
付
き
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

群
馬
県
教
育
委
員
会

『姿
を
現
し
た
前
橋
城
』
全

九
九
二
年
）

同

『前
橋
城
遺
跡
』
Ｉ

（
一
九
九
七
年
）

（蜘
・‐９７　計謡難お）




